東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
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平成２３年　１１月　１８　(金)　　　司会：鳥谷部　久美子　記録：荒木田　晃次
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・12/5・12/6にグループ内研修があります。出席の有無を11/25までに入力してください。

・２階庶務室前に研修案内が張り出されています。対象者は確認したうえで参加してください。

・季節の変わりめで急に寒くなったり暖かくなったりしていますので体調管理には注意していき

ましょう。

・11/25の13：30に夜間想定の防災訓練があります。病棟からは小泉スタッフ・金井スタッフ

　橋本スタッフが実施者となります。実施者は当日までに企画書を読んで当日の流れを把握して

置いてください

・事故対策委員会よりＭ－ＳＨＥＬＬの書式が以前の物になって提出されています。現在の書式

は右下に事故対策委員長の氏名記入欄があるものですので以前の書式で提出した方は現在の書

式に変更した後提出を行なってください。

また、事故発生後の振り返りミーティングを実施して下さい。書式は病棟のフォルダーに移動しています。

＜患者様連絡事項＞

　・高間木　八男様～療養環境変更の為合併症室からＣユニットへ移動となっています。

　　　　　　　　　　引き続き、食事の際は小スプーン、エンシュアはストローで対応し見守り

　　　　　　　　　　し、むせ込みのないよう注意しましょう。

　　　　　　　　　　11/21（月）胸部レントゲン・採血（セット3・CRP）の指示。

＜安ヶ平Dr診察＞

・竹内　恒子様～便秘時の予測指示が継続です。

・高橋　礼子様～便秘時の予測指示が継続です。

・松橋　清子様～拒薬時の予測指示が継続です。

・斉藤　仁和様～喘息発作時の予測指示が継続です。

・成田　勝仁様～検査の結果肝機能の数値が悪く点滴実施を勧められたが本人が拒否された為

　　　　　　　　内服のみでの治療開始となり、臨時薬が処方となり、以後定期となっています。

　　　　　　　　また、腰痛の訴えありナパゲルン軟膏が処方となっています。

＜隔離・要注目患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～ドア蹴りあるもスタッフに対して攻撃的となることはない。

　　　　　　　　昨日の入浴終了後、女性スタッフへ近寄る事あるが、行動化することはなく

　　　　　　　　３日前から服薬調整を行なっている。

　　　　　　　　本人の会話の中で「２週間前から離院を考えていた」と発言あり。

　　　　　　　　引き続き対面時の衝動行動に注意しながら関わっていきましょう。

・種市　久子様～夜間の時間隔離について、未だ他室に侵入することある為他者とのトラブル回

避の為必要と考えられます。日中はホールで過ごされたり、自室で横になり

過ごされることあります。

引き続き退室時の他者とのトラブルに注意しながら観察を行なっていきましょ

う。

・吹越　弘友紀様～午前中にてんかん発作あり。状態としては座り込むように倒れ込んでいる為

　　　　　　　　　傷等はない。本日の食事も不食状態続いています。エンシュアは摂取できて

います。

重積発作に注意しながら、食事摂取量の確認を行なってください。

・小野寺　ノリ様～昨日の塗沫鏡検査の結果は(-)できています。昨日、個室から合併症室に移動

し上肢拘束行いながら点滴を行っています。咳の症状については入院時に比

べ改善傾向にあると思います。喀痰の結果も陰性となっています。

左上肢の振戦と歯車様の筋固縮あり、臨時薬が処方となっています。

身体症状の観察を行なってください。

・昆　善三様～食事開始となっていますが、少量の摂取のみでエンシュアもあまり摂取出来て

　　　　　　　おらず。本人の嗜好として甘いものを好んで摂取するようです。家族へ甘いお菓子を依頼し、明日持参予定。

　　　　　　　食事摂取状況の確認と捕食の摂取状況の確認も行なってください。

・赤石　陽介様～尾骶骨の痛みはあるが。歩行状態は安定している為様子を見て、必要であればレントゲンの指示があります。尾骶骨の痛み有無の確認を行なってください。

＜新入院患者様報告＞

畑山　幸子様　　　　　病棟：東Ｄユニット１８号室

病名：反復性うつ病

入院形態：任意入院　　主治医：Ｄｒ田名部

＜経過＞

　当院２回目の入院。

　前回の入院：平成20年4月30日～平成20年6月30日

　当院退院後は定期的に受診し、服薬も継続していた。

　平成23年11月に入って、仕事をやめたことや、近類者の死去などが重なり、

　抑うつ再燃し、不眠、食思低下が目立つようになる。外来で服薬調整して

　いたが、症状改善されず、家族・本人共に入院治療を希望され、

　症状の改善目的にて、東Ｄユニットに任意入院となる。

＜入院後の様子＞

・訴え等はなく、休息をとりたいと訴えあり。

・食事については人ごみが好きではないとのことからホールで摂取していただいている。

・主治医許可で自室での携帯電話の使用を許可しており、携帯電話は持参している。

　（なお携帯充電器は詰め所預かりとし、充電は詰め所で行なっていただく。）

・家族洗濯（１回/Ｗの面会になる）　カードはなし　

・内服は夕から開始となっている。なお眠剤については１日分足りず１日分追加で処方していた

だいている。

・鼻毛切りは詰め所預かりとしている。

＊明日、娘様が面会予定であり本人様が必要な物があれば伝えましょう。

